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町長 !

町長 !

町長 !



反　対

近藤隆二郎議員
宮﨑良保議員
黒﨑政美議員
今田光弘議員

令和２年 11 月 30 日 令和２年 11 月 30 日 10:00 ～10:00 ～

人
事
院
勧
告
に
は
従
わ
ず 

町
職
員
の
期
末
手
当
は
減
額
せ
ず

　

11
月
30
日
に
開
か
れ
た
11
月

会
議
。

　
「
人
事
院
勧
告
に
鑑
み
、
職

員
の
期
末
手
当
の
額
の
改
定
を

行
う
必
要
が
あ
る
」
と
の
理
由

か
ら
、
①
町
職
員
②
町
三
役

(

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長)

③
町
議
会
議
員
の
期
末
手
当
を

そ
れ
ぞ
れ
０
・
０
５
か
月
分
引

き
下
げ
る
３
つ
の
条
例
案
が
提

問
人
事
院
勧
告
に
従
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。

答
必
ず
し
も
従
う
必
要
は
な

い
。

問
提
案
理
由
は
「
改
定
を
行
う

必
要
が
あ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

答
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
は
誤

り
だ
が
、
町
と
し
て
は
国
の
勧

告
に
従
い
た
い
。

問
町
職
員
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
※
は
９
２
・
２
と
低
い
。

答
確
か
に
低
い
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
町
民
の
所
得
が
下
が
っ
て
い

る
中
で
、
職
員
の
期
末
手
当
が

そ
の
ま
ま
と
い
う
の
は
い
か
が

な
も
の
か
、
と
考
え
た
。

問
今
年
、
コ
ロ
ナ
や
台
風
対
応

で
職
員
は
大
変
苦
労
し
て
い

る
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
職
員
の

仕
事
量
は
増
え
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

下
げ
て
し
ま
う
と
、
頑
張
っ

て
働
い
て
い
る
職
員
の
モ
チ

①町職員の期末手当を引き下げる 64 号議案

②町三役の期末手当を引き下げる 65 号議案

町
三
役
の
減
額
も
否
決 

議
員
は
可
決
で
減
額
へ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
し
ま

う
の
で
は
。

答
職
員
は
、
特
別
な
時
に
こ
そ

町
民
の
た
め
に
苦
労
し
て
働
く

の
が
当
た
り
前
だ
。

　

そ
れ
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

下
が
る
よ
う
な
職
員
は
、
辞
め

た
方
が
い
い
。

問
労
働
者
と
し
て
の
職
員
の
声

を
聴
く
場
は
あ
る
の
か
。
町
民

の
声
を
聴
く
だ
け
で
な
く
、
職

員
の
声
も
聴
い
て
ほ
し
い
。

答
組
合
は
な
い
が
課
長
以
下
の

職
員
会
が
あ
り
、
町
長
部
局
に

提
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
、

こ
の
件
で
特
に
話
は
上
が
っ
て

き
て
い
な
い
。

(

左
ペ
ー
ジ
に
続
く)

賛成討論 : なし

賛　成

松屋治郎議員
末永一朗議員
浦英明議員

反対討論 : 今田議員

賛
成
３ 

反
対
４  

町
長
提
案
を
議
会
は
否
決

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
発
な
質
疑
が
続
き
、
討
論

を
経
て
起
立
採
決
の
結
果
、
①

町
職
員
と
②
町
三
役
に
つ
い
て

は
賛
成
少
数
で
条
例
の
改
正
を

否
決
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
町
議
会
議
員
に
つ
い

て
は
賛
成
多
数
で
可
決
成
立
、

期
末
手
当
は
減
額
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

③議員の期末手当を引き下げる 66 号議案

賛成討論 : なし

賛　成

松屋治郎議員
宮﨑良保議員
黒﨑政美議員
末永一朗議員
浦英明議員

反　対

近藤隆二郎議員
今田光弘議員

反対討論 : 今田議員

～
主
な
や
り
と
り
～

～
主
な
や
り
と
り
～

小値賀町議会だより第 115 号 (2)

執
行
部
は
納
得
せ
ず 

新
た
な
条
例
案
を
提
出

64 号議案66 号議案 65 号議案

11 月会議11 月会議

※ラスパイレス指数

地方公務員の学歴や経験年数別の人員
構成を国家公務員と同一と仮定し、国
家公務員の給与を 100 として算出し
た統計上の数字。



右と同日　右と同日　17:20 ～17:20 ～

　

右
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
、
議
会

は
２
つ
の
条
例
案
を
否
決
し
ま

し
た
が
、
町
執
行
部
は
人
事
院

勧
告
に
従
う
べ
き
だ
と
の
見
解

を
崩
し
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
12
月
の
期
末
手
当

支
給
の
基
準
日
が
翌
日
の
た

め
、
本
日
中
に
改
正
す
る
必
要

が
あ
る
と
主
張
。

　

こ
れ
を
受
け
た
全
員
協
議
会

で
は
、「
い
っ
た
ん
否
決
し
た

条
例
案
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
条

例
案
は
一
事
不
再
議
※
に
当
た

る
の
で
、
議
案
と
し
て
取
り
上

げ
る
べ
き
で
は
な
い
」
等
の
意

見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

断
続
的
な
協
議
の
結
果
、
否

決
し
た
条
例
案
の
一
部
を
変
更

し
た
新
た
な
条
例
案
で
あ
れ

ば
、
新
た
な
議
案
と
し
て
本
会

議
に
提
案
す
る
こ
と
を
認
め
ま

し
た
。

執
行
部
は
納
得
せ
ず 

新
た
な
条
例
案
を
提
出

改
め
て
採
決　

欠
席
１ 

賛
成
３ 

反
対
３ 　
賛
否
同
数
で
議
長
決
裁
へ

一
事
不
再
議
で
は
？

小値賀町議会だより第 115 号 (3)

　

新
た
な
条
例
案
は
、

◎
今
回
の
期
末
手
当
は
人
事
院

勧
告
に
従
っ
て
０
・
０
５
か
月

分
引
き
下
げ
る
。

◎
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、

議
会
か
ら
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
職
員
に
対
す
る
業
務
負

担
等
に
つ
い
て
も
協
議
し
た
う

え
で
、
今
年
度
内
に
再
度
改
正

①町職員の期末手当を引き下げる議案 67 号

②町三役の期末手当を引き下げる議案 68 号

賛成討論 : 松屋議員

賛　成

松屋治郎議員
末永一朗議員
浦英明議員

反　対

近藤隆二郎議員
宮﨑良保議員
今田光弘議員

反対討論 : 今田議員
反対討論 : 近藤議員

　

議
長
決
裁
と
は
、
採
決
で
可

否
同
数
の
場
合
に
議
長
自
身
が

そ
の
議
案
の
可
否
を
決
め
る
こ

と
を
言
い
ま
す
。

　

今
回
、
横
山
弘
藏
議
長
は
両

議
案
と
も
「
可
」
と
し
た
た
め
、

条
例
案
は
可
決
。

　

結
局
、
３
つ
の
議
案
が
可
決

成
立
し
、
期
末
手
当
は
減
額
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
減
額
分
は
合
わ
せ
て

約
１
３
３
万
円
で
す
。

(

議
長
談
話)

　

各
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
は

十
分
理
解
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
結
果
は
賛
否
同
数

で
、
お
そ
ら
く
小
値
賀
町
議
会

初
の
「
議
長
決
裁
」
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な
時
で
も

あ
り
、
今
回
は
こ
の
条
例
案
を

「
可
」
と
す
る
判
断
を
し
ま
し

た
。

68 号議案 67 号議案 11 月第２回会議11 月第２回会議
※一事不再議 (イチジフサイギ )

一度議決した案件と同一の案件は、同一会期中
に再び議題として取り上げて審議や議決を行う
ことはできないとされる、会議原則の一つ。

案
を
提
案
す
る
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
質
疑
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
反
対
討
論
と
賛
成
討
論
が
あ

り
、
採
決
へ
。

　

黒
﨑
政
美
議
員
は
こ
の
会
議

へ
の
出
席
を
拒
否
し
た
た
め
、

議
員
６
名
に
よ
る
起
立
採
決
。

　

両
議
案
と
も
起
立
３
名(

賛

否
同
数)

だ
っ
た
た
め
、「
議

長
決
裁
」
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
度
以
降
は
先
送
り

議
長
決
裁
は
「
可
」

起立３名　着席３名
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議
案
は
す
べ
て
可
決
成
立

議
案
は
す
べ
て
可
決
成
立

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
参
加
・
調
印
・
批
准
を
求
め

る
意
見
書
」
を
採
択 

県
内
市
町
で
は
８
番
目

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
参
加
・
調
印
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書
」
も

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
参
加
・
調
印
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書
」
も

　

12
月
７
日
か
ら
３
日
間
、
定

例
12
月
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
日
の
冒
頭
、
総
務
文

教
厚
生
常
任
委
員
会
か
ら
、「
核

兵
器
禁
止
条
約
の
参
加
・
調
印
・

批
准
を
求
め
る
意
見
書
※
」
を

日
本
政
府
に
提
出
す
る
発
議
が

あ
り
、
全
員
異
議
な
し
で
採
択

さ
れ
ま
し
た(

左
ペ
ー
ジ)

。

　

そ
の
後
、
３
名
が
町
長
に
対

し
、一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

近
藤
隆
二
郎
議
員
は
「
町
職

員
の
働
き
方
改
革
・
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
」

　

今
田
光
弘
議
員
は
「
避
難
所

の
台
風
対
策
の
充
実
と
町
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
つ
い
て
」

　

黒
﨑
政
美
議
員
は
「
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
い
て
」

(

８
ペ
ー
ジ
～)

。

　

２
日
目
以
降
、
税
条
例
な
ど

４
つ
の
条
例
の
改
正
案
、
一
般

会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
の
補

正
予
算
に
つ
い
て
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

多
種
多
様
な
質
疑
が
続
き
ま

し
た
が
、
す
べ
て
の
議
案
と
も

全
員
が
賛
成
し
、
可
決
成
立
し

て
い
ま
す
。

　

11
月
会
議
か
ら
一
週
間 

今
会
議
の
議
案
は
す
べ
て
全
員
賛
成
に 

提案理由を説明する西村久之町長

※意見書

地方公共団体の公益に関わることについて、意思決定機関である議
会が意見をまとめ、議決し、議長名で国の関係省庁等に提出するこ
とができる。
法的拘束力はないが、住民代表である議会の総意として尊重される。

定例 12 月会議定例 12 月会議
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「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
参
加
・
調
印
・
批
准
を
求
め

る
意
見
書
」
を
採
択 

県
内
市
町
で
は
８
番
目

趣旨説明を行う宮﨑良保委員長

　

小
値
賀
小
学
校
６
年
生
が
傍

聴
し
て
い
る
中
、
総
務
文
教
厚

生
常
任
委
員
会
が
発
議
し
た
こ

の
意
見
書
案
の
趣
旨
説
明
を
宮

﨑
良
保
委
員
長
が
行
い
ま
し

た
。

　

反
対
討
論
は
な
く
、
近
藤
隆

二
郎
議
員
と
今
田
光
弘
議
員
が

賛
成
討
論
を
行
い
、
全
員
異
議

な
し
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
21
日
現
在
、
長
崎
県
内

で
同
じ
よ
う
な
趣
旨
の
意
見
書

を
提
出
し
て
い
る
の
は
、
長
崎

市
、
雲
仙
市
、
五
島
市
、
西
海

市
、
対
馬
市
、
南
島
原
市
、
長

与
町
、
東
彼
杵
町
お
よ
び
当
町

の
計
９
議
会
で
、
全
国
で
は
全

地
方
自
治
体
の
29
パ
ー
セ
ン
ト

に
当
た
る
５
１
０
の
議
会
が
提

出
し
て
い
ま
す
。

賛成討論する近藤議員

賛成討論する今田議員

意見書採択

定例 12 月会議定例 12 月会議

発議 3号

(12 月 9 日付で菅内閣総理大臣及び茂木外務大臣に提出しました。)

日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書

広島と長崎にアメリカの原子爆弾が投下されてから 72 年を経た 2017 年 7 月 7 日、
歴史的な核兵器禁止条約が国連で採択されました。

条約は、核兵器について破滅的な結末をもたらす非人道的な兵器であり、国連憲章、
国際法、国際人道法、国際人権法に反するものであると断罪して、これに「悪の烙印」を
押しました。核兵器はいまや不道徳であるだけでなく、歴史上初めて明文上も違法なもの
となりました。

条約は、開発、生産、実験、製造、取得、保有、貯蔵、使用とその威嚇にいたるまで、
核兵器に関わるあらゆる活動を禁止し、「抜け穴」を許さないものとなっています。

また条約は、核保有国の条約への参加の道を規定するなど核兵器完全廃絶への枠組み
を示しています。同時に、被爆者や核実験被害者への援助を行う責任も明記され、被爆国、
被害国の国民の切望に応えるものとなっています。

このように、核兵器禁止条約は、被爆者とともに私たち日本国民が長年にわたり熱望
してきた核兵器完全廃絶につながる画期的なものです。

2017 年 9 月 20 日、核兵器禁止条約への調印・批准・参加が開始されて以降、国際
政治でも各国でも、前向きな変化が生まれています。条約調印国はアジア、ヨーロッパ、
中南米、アフリカ、太平洋諸国の 84 か国。批准国は 2020 年 10 月 24 日、国連軍縮週
間の初日に 50 か国となりました。これにより、同条約は 2021 年 1 月 22 日に発効します。

アメリカの「核の傘」に安全保障を委ねている日本政府は、核兵器禁止条約に背を向
け続けています。こうした態度をただちに改め、「唯一の戦争被爆国」として核兵器全面
禁止のために真剣に努力する証として、核兵器禁止条約に参加、調印、批准することを強
く求めます。

以上、意見書を提出します。
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一般会計補正予算

定例 12 月会議定例 12 月会議

問
観
光
振
興
事
業
費
補
助

金
（
お
も
て
な
し
体
制
整
備
）

１
０
５
万
円
の
内
容
は
。

答
小
値
賀
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
会
が
実
施
提
案
し
た

も
の
で
、
古
民
家
ス
テ
イ
の

Wi-

Fi
の
整
備
と
、
環
境
保
全

活
動
に
使
う
た
め
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ク
リ
ー
ン
キ
ッ
ト
（
リ
サ
イ

ク
ル
可
能
な
エ
コ
バ
ッ
グ
、
ゴ

ミ
袋
、
生
分
解
手
袋
、
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
等
）
の
配
布
を
予
定
し

て
い
る
。

問
宿
泊
し
た
人
が
ゴ
ミ
拾
い
す

る
た
め
に
使
う
も
の
か
。
配
る

時
に
ど
う
い
う
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
の
か
、
明
確
に
し

～
主
な
や
り
と
り
～

～
主
な
や
り
と
り
～ 台

風
災
害
の
復
旧
を
支
援

農
協
の
共
同
利
用
施
設
の
復
旧
対
策
に
２
３
５
１
万
円

　

台
風
９
号
・
10
号
に
よ
る
災
害
復
旧
の
た
め
の
支
援
策
な
ど

で
４
０
９
７
万
円
の
増
額
補
正
と
な
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計

補
正
予
算
は
41
億
７
７
９
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

答
宿
泊
客
だ
け
で
な
く
、
協
力

し
て
も
ら
え
る
人
に
も
配
る
つ

も
り
だ
。
環
境
問
題
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
考
え
て
い
る
。

問
会
計
年
度
任
用
職
員
の
時
間

外
手
当
７
７
万
円
と
は
何
か
。

答
９
月
の
台
風
被
害
対
応
時
の

時
間
外
手
当
だ
。

問
台
風
９
号
・
10
号
の
被
災
復

旧
対
策
支
援
事
業
費
補
助
金

２
３
５
１
万
円
の
対
象
施
設
と

内
容
は
。

答
共
同
利
用
施
設
で
あ
る
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
、
収
集
荷
場
、
旧

オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ー
ン
キ
ッ
ト
で
環
境
整
備
活
動
を
推
進

家
畜
市
場
が
対
象
。

　

ど
こ
ま
で
復
旧
す
る
か
は
ま

だ
未
確
定
で
、
復
旧
後
の
利
用

方
法
も
農
協
と
協
議
中
。

問
災
害
対
策
費
で
、
需
用
費
か

ら
備
品
購
入
費
へ
と
費
目
変
更

さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
当
初
は
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を

予
定
し
て
い
た
が
、
エ
ア
ベ
ッ

ド
に
変
更
し
た
た
め
に
備
品
扱

い
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

問
若
者
向
け
短
期
滞
在
施
設

整
備
事
業
関
係
備
品
購
入
費

１
８
７
万
円
の
内
容
は
。

答
テ
ー
ブ
ル
、
学
習
用
イ
ス
が

主
な
も
の
。
協
議
会
の
話
し
合

い
の
中
で
、
必
要
な
も
の
が
で

て
き
た
。

　

定
員
は
12
名
だ
が
、
ま
ず
は

６
名
で
ス
タ
ー
ト
と
考
え
て
い

る
。

問
特
別
支
援
教
育
の
学
校
支
援

員
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬

が
８
８
万
円
増
加
し
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。

答
１
名
を
時
給
で
見
込
ん
で
い

た
が
、
業
務
量
が
多
く
、
月
給

制
に
変
更
し
た
た
め
。

台風の被害が大きかった旧家畜市場

71 号議案



小値賀町議会だより第 115 号 (7)

特別会計補正予算

渡船事業
問町営船はまゆうの利用者は、今年度どれくらい減ったか。

答４月～ 11 月で、大島航路 742 人減 (13.9％減）、六島航路
124 人減（45％減）、野崎航路 3215 人減（60％減）。

国民健康保険事業

後期高齢者医療事業

介護保険事業

下水道事業

簡易水道水道事業

国民健康保険診療所

19 万円⤴
⇒ 7083 万円に　　

169 万円⤴
⇒４億 9417 万円に

1097 万円⤴
⇒ 3 億 9754 万円に

82 万円⤴
⇒ 4782 万円に

問被保険者保険料の減収は。

答新型コロナによる減免措置によるものが 57 件で 406 万円。
ほとんどが漁業関係者だ。
問被保険者保険料の滞納繰越分の内容と対策は。

答前年度決算により確定し、25 件。滞納額は約 20 万円が最高。
税務係と連携して同行したり通知したりしていく。今後、新しい
滞納者をつくらないことに集中していきたい。

問小値賀地区水道監視システム更新工事とは。

答大島と小値賀地区を統合する工事およびテレメーターの監視シ
ステムを更新する事業。専門性のために町外業者を指名予定。工
期は年度内完成を目指している。

204 万円⤴
⇒ 8614 万円に

問工事請負費（1204 万円）が当初予算の倍だ。なぜか。

答制御室からのケーブルが電線管の経が小さくて入らず、新たに
電線管を増設することになったため。
問なぜ繰越の予定なのか。なるべく繰越はすべきではない。

答流域の中心部のマンホールポンプ２台のうちの 1 台が壊れた
ため、新しく 1 台購入。下水道の場合、リースはない。受注生
産設置のため時間がかかり、さらに設置後に壊れたポンプをオー
バーホールするのでやむを得ず繰越となる見込みだ。

1364 万円⤴
⇒ 1 億 5914 万円に

問感染防止対策関係備品（180 万円）とは。

答コロナ関係で、非接触型の体温測定機、空気清浄機など。
問専門医外来診療負担金を減額しているのはなぜか。

答コロナの影響により、55 回来島予定が 47 回に減ったため。
6655 万円⤴

⇒ 9 億 5733 万円に

定員を減らしている町営船はまゆう

～主なやりとり～～主なやりとり～

定例 12 月会議定例 12 月会議

72 号議案

73 号議案

74 号議案

75 号議案

76 号議案

77 号議案

78 号議案



小値賀町議会だより第 115 号 (8)

「小値賀町職員の働き方改革・

一 般 質 問一 般 質 問 町長 !

ワークライフバランスについて」

町
民
の
た
め
の
行
政
は 

ま
ず
は
職
員
か
ら

負
担
軽
減
を
図
り 

働
き
方
改
革
に
つ
な
げ
た
い

近藤隆二郎議員

定例 12 月会議定例 12 月会議

業
務
の
見
直
し
に
は
外
か
ら
の
視
線
が
必
要

「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」
ぜ
ひ
し
て
ほ
し
い

近
藤
隆
二
郎
議
員

　

小
値
賀
町
は
人
口
減
少
が
続

い
て
町
職
員
数
も
減
っ
て
い
る

が
、
仕
事
は
減
ら
ず
、
職
員
一

人
当
た
り
の
業
務
量
は
む
し
ろ

増
え
て
い
る
。

　

町
民
の
た
め
の
行
政
、
町
民

が
満
足
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

は
職
員
の
働
き
や
す
さ
、
働
き

甲
斐
を
考
え
る
こ
と
が
先
で
は

な
い
か
。

問
第
４
次
小
値
賀
町
総
合
計
画

で
「
質
の
高
い
行
政
運
営
」
が

主
要
施
策
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
町
は
ど
の
よ
う
な
職

場
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。
現

状
の
課
題
と
展
望
、
働
き
方
改

革
・
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か

伺
う
。

答
西
村
久
之
町
長

　

質
の
高
い
行
政
運
営
を
目
指

す
に
は
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

が
必
要
で
、
県
や
民
間
の
研
修

や
講
習
へ
の
参
加
を
促
し
て
い

ま
す
。

　

増
え
る
業
務
量
に
対
し
て
限

ら
れ
た
職
員
数
で
対
応
せ
ざ
る

を
得
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

必
要
に
応
じ
て
職
員
数
の
増

や
配
置
転
換
、
民
間
へ
の
業
務

委
託
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
負

担
軽
減
を
検
討
し
、
働
き
方
改

革
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
ま

す
。

問
民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
入

れ
て
外
か
ら
の
視
線
で
業
務
を

見
直
し
、
で
き
る
部
分
か
ら
民

間
へ
の
業
務
委
託
を
進
め
て
は

ど
う
か
。

答
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
導
入
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
が
、
ま
ず

は
自
分
た
ち
で
業
務
分
担
の
見

直
し
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

問
時
間
外
勤
務
が
増
え
る
要
因

の
一
つ
に
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
不
足
が
考
え
ら
れ
る
。

　

管
理
者
研
修
の
実
施
状
況
や

管
理
職
の
人
事
評
価
に
所
属
職

員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
含
ま
れ

て
い
る
か
。

答
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
不
足
解
消
の

た
め
の
管
理
職
研
修
や
、
時
間

外
勤
務
を
減
ら
す
た
め
に
必
要

な
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

人
事
評
価
制
度
を
導
入
は
し

て
い
ま
す
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
各
部
署
の
中
で
、
部
下
が
病

ん
で
い
な
い
か
、
サ
ー
ビ
ス
残

業
の
有
無
な
ど
は
把
握
で
き
て

い
る
か
。

答
一
人
に
業
務
が
集
中
し
す
ぎ

る
場
合
は
上
司
が
分
担
し
て
い

ま
す
。

　

す
べ
て
は
把
握
で
き
て
い
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
目
配

り
し
な
が
ら
、
チ
ー
ム
で
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
ま
す
。



小値賀町議会だより第 115 号 (9)

　町職員には労働組合も過半数代表者もありません。
労働者としての声をあげる仕組みがないのです。サー
ビス残業も恒常化しています。
　町民の皆さんもあたたかい目で見守り、応援してい
ただきたいです。
　小さなことでも変えていかなければ、みんな病んで
しまいます。

　～質問を終えて～

問
職
員
の
声
を
把
握
し
て
い
る

か
。
ア
イ
デ
ア
は
現
場
に
あ
る
。

　

職
員
表
彰
制
度
、
職
員
提
案

制
度
、
人
事
異
動
希
望
、
オ
フ

サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
※
を
取

り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

問
職
員
対
象
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る

か
。

　

新
人
研
修
や
フ
ォ
ロ
ー
体
制

な
ど
、
つ
ま
づ
い
た
場
合
に
抱

え
込
ま
な
い
仕
組
み
が
必
要

だ
。

答
相
談
窓
口
は
住
民
同
様
に

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
す
が
、　

上
司
等
へ
の
相
談
が
あ
っ
た
場

合
は
、
専
門
医
へ
の
受
診
を
促

し
て
い
ま
す
。

　

新
人
研
修
と
し
て
は
、
町
村

会
が
実
施
す
る
新
人
研
修
な
ど

の
受
講
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
数
回
行
う
面
談
の

中
で
業
務
の
状
況
や
心
配
事
を

聴
き
、
フ
ォ
ロ
ー
し
、
部
下
の

状
況
で
異
変
等
を
感
じ
る
場
合

は
、
随
時
面
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

問
相
談
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
で
は
な
く
島
外
の
専
門
医
に

委
託
し
て
は
ど
う
か
。

答
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
相

談
し
づ
ら
い
部
分
も
あ
り
、
専

門
医
へ
の
委
託
も
選
択
肢
の
一

つ
だ
と
思
い
ま
す
。

問
把
握
で
き
て
い
な
い
の
か
。

答
残
業
は
事
前
に
命
令
書
を
出

し
て
い
ま
す
。
残
業
が
多
い
場

合
、
担
当
課
長
と
と
も
に
本
人

に
話
を
聞
く
な
ど
し
て
把
握
に

努
め
て
い
ま
す(

副
町
長)

。

問
「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
※
」
を
行

っ
て
は
ど
う
か
。

答
宣
言
す
る
か
も
含
め
、
職
員

と
の
協
議
検
討
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

や
れ
や
れ
で
は
な
く 

頑
張
っ
た
ね
の
ひ
と
言
を

頑
張
っ
た
こ
と
に
対
す
る
正
式
な
評
価
を

答
職
員
の
表
彰
制
度
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

職
員
提
案
制
度
と
し
て
は
、

新
年
度
予
算
編
成
会
議
で
、
職

員
の
ア
イ
デ
ア
を
政
策
的
支
援

と
し
て
予
算
化
し
て
い
ま
す
。　

　

業
務
量
が
増
加
し
、
希
望
部

署
へ
の
配
置
換
え
が
難
し
い
た

め
、
近
年
、
人
事
異
動
希
望
調

査
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
は
実
施
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
は
、
環
境
づ
く
り
は

大
事
で
、
業
務
へ
の
影
響
や
職

員
の
意
向
を
踏
ま
え
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
職
員
の
表
彰
制
度
、
予
算
時

だ
け
で
な
い
提
案
制
度
は
実
施

で
き
な
い
か
。

答
制
度
と
し
て
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
必
要
だ
と
認
識
は
し
て
お

り
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

夜 7時を過ぎてもまだ多くの職員が

※イクボス宣言

従業員がワーク・ライフ・バランス ( 仕事と家庭の両立 )
を保ちながら安心して子育てに取り組めるような環境を
作ると自治体や企業が公に宣言すること。
イクボスとは、職場でともに働く部下のワーク・ライフ・
バランスを考え、その人のキャリアと人生を応援しなが
ら、組織の業績の結果も出し、自らも仕事と私生活を楽
しむことができる上司のこと。

※オフサイトミーティング

気楽にまじめな話をするため、会議の環境を
普段とは変え、あえて別の場所で行うこと。
肩書きもはずし、感じたことや自分の意見を
率直に口にすることで、お互いの関係性を築
き上げることができるとされている。

近藤議員一般質問



小値賀町議会だより第 115 号 (10)

「避難所の台風対策の充実と

今
回
の
経
験
を
生
か
し
て
防
災
対
策
の
充
実
を

策
定
中
の
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
で
見
直
し
を
行
う

今田光弘議員

一 般 質 問一 般 質 問町長 !

町民の防災意識の向上について」

定例 12 月会議定例 12 月会議

町
も
町
民
も 

今
回
の
台
風
の
経
験
を
生
か
し

新
た
な
防
災
対
策
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

今
田
光
弘
議
員

　

今
回
の
台
風
で
、
実
際
に
避

難
し
て
、
良
か
っ
た
点
も
あ
っ

た
が
、
改
善
し
た
方
が
い
い
と

思
わ
れ
る
点
も
少
な
か
ら
ず
あ

っ
た
。
執
行
部
も
こ
の
経
験
を

生
か
し
、
さ
ら
に
新
た
な
防
災

対
策
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

て
ほ
し
い
。

　

昨
年
の
定
例
11
月
会
議
で
も

指
定
避
難
所
に
関
す
る
質
問
を

行
っ
た
が
、
今
回
の
経
験
を
踏

ま
え
、
改
め
て
町
長
に
伺
う
。

問
納
島
と
斑
島
島
内
に
、
避
難

所
を
確
保
し
て
い
き
た
い
と
昨

年
答
え
て
い
る
が
、
確
保
で
き

た
の
か
。

問
避
難
所
は
、
防
災
安
全
ガ
ラ

ス
へ
の
交
換
も
含
め
、
雨
戸
の

設
置
や
飛
散
防
止
の
フ
ィ
ル
ム

な
ど
、
施
設
に
応
じ
た
対
応
策

を
考
え
て
い
き
た
い
と
昨
年
答

え
て
い
る
が
、
次
の
台
風
シ
ー

ズ
ン
ま
で
に
間
に
合
う
の
か
。

答
現
在
、
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
の
策
定
と
並
行
し
て
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
も
行
っ
て
お

り
、
そ
の
中
で
指
定
避
難
所
の

見
直
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
避
難
所
と
し
て
利
用
し

た
施
設
の
防
災
対
策
に
係
る
費

用
を
新
年
度
予
算
に
計
上
予
定

で
す
。

答
西
村
久
之
町
長

　

地
区
内
の
避
難
所
の
必
要
性

は
十
分
感
じ
て
お
り
、
適
当
な

場
所
が
な
い
か
検
討
し
て
い
ま

　

防
災
計
画
の
見
直
し
が
済
み

次
第
、
地
区
と
協
議
し
な
が
ら

防
災
対
策
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

問
避
難
所
を
「
緊
急
的
に
一
時

的
に
利
用
す
る
避
難
所
」
と
、

「
あ
る
程
度
の
日
数
を
暮
ら
す

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
避

難
所
」
と
に
分
け
て
考
え
る
こ

と
で
、
備
蓄
品
の
充
実
が
図
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策

定
に
伴
っ
て
見
直
し
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
必
要
な
備
品
の
整

備
や
飲
食
料
品
の
備
蓄
は
随
時

進
め
て
い
ま
す
。

　

長
期
的
に
避
難
所
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
場
合
は
、
町
営

住
宅
の
活
用
も
考
え
て
い
き
ま

す
。

町
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
ア
ピ
ー
ル
を

弱
者
に
寄
り
添
い 

公
助
で
自
助
の
サ
ポ
ー
ト
を

す
。

　

当
面
の
避
難
対
応
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
対
応
と
同
様
、
早

め
の
避
難
所
の
設
置
と
早
め
の

呼
び
か
け
で
対
応
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　
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今田議員一般質問

問
町
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ(

被

害
予
測
地
図)

を
作
成
中
だ

が
、
台
風
被
害
を
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
で
ど
う
表
現
す
る
か
。

答
現
在
、
土
砂
災
害
、
高
潮
・

津
波
被
害
想
定
区
域
を
一
つ
に

ま
と
め
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

検
討
中
で
す
。

　

本
町
全
体
が
台
風
の
大
き
な

被
害
を
受
け
る
可
能
性
も
あ

り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
町
全

体
が
対
象
と
い
う
表
現
を
入
れ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

問
全
島
避
難
の
可
能
性
を
考
え

る
と
、
周
辺
の
自
治
体
と
の
事

前
協
議
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
ま
ず
は
各
施
設
が
ど
の
程
度

災
害
に
耐
え
ら
れ
る
か
の
検
証

を
行
い
、
今
後
、
そ
の
よ
う
な

検
討
も
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

問
町
民
各
自
が
自
分
事
と
し
て

防
災
意
識
を
高
め
る
よ
う
、
町

が
も
っ
と
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
地
域
防
災
計
画
に
、
町
民
が

果
た
す
べ
き
役
割
と
し
て
、「
町

問
災
害
弱
者
に
対
す
る
共
助
、

公
助
の
取
り
組
み
を
町
が
主
体

と
な
っ
て
さ
ら
に
進
め
る
べ
き

だ
が
、
自
助
イ
コ
ー
ル
自
己
責

任
と
突
き
放
す
の
で
は
な
く
、

い
か
に
町
が
弱
者
に
寄
り
添
う

か
、
い
か
に
公
助
で
自
助
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
か
を
心
が
け
て
ほ

し
い
。

答
行
政
に
よ
る
支
援
な
ど
の
公

助
は
、
十
分
に
機
能
し
な
い
場

合
も
あ
り
、
共
助
も
自
助
も
併

せ
て
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
の
台
風
で
、
一
部
で
は

共
助
に
よ
る
避
難
所
運
営
も
行

っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
各
地
区
へ
広
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
の
著
し
い
本
町
で
は

特
に
共
助
が
必
要
で
、
今
後
、

自
主
防
災
組
織
の
設
置
や
、
中

核
と
な
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
等
の

育
成
を
町
が
主
体
と
な
っ
て
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

町
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
ア
ピ
ー
ル
を

弱
者
に
寄
り
添
い 

公
助
で
自
助
の
サ
ポ
ー
ト
を

民
は
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
。

自
ら
危
険
を
察
知
し
て
適
正
な

行
動
を
と
る
。」
と
記
載
し
て

い
ま
す
。

　

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
中

に
も
自
助
の
重
要
性
に
つ
い
て

記
載
し
、
策
定
後
は
そ
の
概
要

版
を
町
民
に
配
布
す
る
予
定
で

す
。

　

今
後
も
自
助
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
広
報
誌
な
ど
で
周
知

し
て
い
き
ま
す
。

　台風 10 号では、人生で初めて避難所のお世話になりました。
　653 名が不安な一夜を避難所で過ごしたそうですが、人的な被害はほとんどなかった
ようで、不幸中の幸いと言っていいでしょう。
　避難所対応だけでなく、台風が去った後の道路の保守管理などにも全力で対応している
町職員には、大変お疲れさまでしたと頭が下がる思いです。　
　今回の経験を生かし、災害に強い小値賀町を目指したいですね。

　～質問を終えて～

生活道路にも大きな影響が
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「
ふ
る
さ
と
納
税 

」  

町
民
に
も
ア
ピ
ー
ル
を

寄
附
金
の
使
い
道
の
周
知
を
行
い 

ア
ピ
ー
ル
続
け
た
い

黒﨑政美議員

「ふるさと納税について」

一 般 質 問一 般 質 問町長 ! 定例 12 月会議定例 12 月会議

黒
﨑
政
美
議
員

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
原
点

は
、
納
税(
寄
附)

先
の
選
択

に
よ
る
納
税
者
意
識
の
高
揚
、

制
度
利
用
に
よ
る
故
郷
の
大
切

さ
の
認
識
、
納
税
を
受
け
る
自

治
体
の
自
治
意
識
の
強
化
が
制

度
創
設
の
意
義
だ
。

　

都
会
と
地
方
の
不
均
衡
を
な

く
し
、
自
治
体
・
寄
附
者
・
生

産
者
が
良
い
方
向
に
進
む
良
い

黒﨑議員一般質問

問
町
長
に
な
っ
て
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
き
た
か

伺
う
。

答
西
村
久
之
町
長

　

２
０
０
８
年
か
ら
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
受
付
を
開
始
し
、

11
年
間
で
、
延
べ
２
７
９
件

１
４
０
０
万
円
の
寄
附
を
い
た

だ
い
た
が
、
近
年
は
寄
附
額
が

問
今
後
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

計
画
・
実
行
予
定
か
。

答
返
礼
品
の
カ
タ
ロ
グ
を
お
ぢ

か
新
聞
の
島
外
発
送
と
合
わ
せ

て
送
付
す
る
ほ
か
、
こ
れ
ま
で

寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
に
も
送

付
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
返
礼
品
と
し
て

商
品
化
さ
れ
て
い
な
い
農
水
産

物
や
加
工
品
、
島
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
な
ど
の
数
を
増
や
し
、

島
外
へ
向
け
て
さ
ら
に
小
値
賀

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
。

問
新
た
な
特
産
品
と
し
て
何
か

考
え
て
い
る
か
。

答
品
物
だ
け
で
な
く
、
各
種
体

験
な
ど
、
町
民
が
気
づ
き
に
く

い
も
の
も
開
発
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
活
用
に
よ
り 

自
治
体
・

寄
附
者
・
生
産
者
が
良
い
方
向
に
進
む

年
平
均
１
０
０
万
円
程
度
と
伸

び
悩
ん
で
お
り
、
他
市
町
に
大

幅
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
状
況

で
し
た
。

　

そ
こ
で
昨
年
10
月
か
ら
、
ふ

る
さ
と
納
税
支
援
事
業
を
展
開

し
て
い
る
波
佐
見
町
の
「
株
式

会
社
ス
チ
ー
ム
シ
ッ
プ
」
に
、

納
税
に
関
わ
る
業
務
を
一
括
し

て
委
託
し
、
小
値
賀
の
魅
力
発

信
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

返
礼
品
数
は
１
０
０
品
に
ま

で
増
え
て
い
ま
す
。

　
　

町
民
に
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で 

島
外

に
住
む
関
係
者
の
寄
附
が
増
え
る
の
で
は

方
策
だ
と
考
え
る
。
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問
今
後
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
金
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
か
。

答
寄
附
金
は
「
ぎ
ば
れ
！
小
値

賀
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」
に
積

み
立
て
て
い
ま
す
。

　

基
金
の
活
用
は
次
の
７
つ
の

項
目
に
分
け
て
い
ま
す
。

①
未
来
を
つ
く
る
地
域
づ
く
り

の
事
業
の
推
進

②
新
た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
る

観
光
事
業
の
推
進

③
地
場
産
業
の
振
興
及
び
創
出

問
町
民
や
小
値
賀
会
、
同
窓
会

な
ど
に
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
寄
附
金
の
使
い
道
を
周
知
し

て
、
寄
附
者
だ
け
で
な
く
町
民

に
も
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
ア

ピ
ー
ル
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
を
食
い
止
め
て
い

く
た
め
に
は
自
主
財
源
の
確
保

は
必
要
不
可
欠
で
、
そ
の
た
め

に
も
今
後
も
事
業
者
と
町
民
の

協
力
の
も
と
、
創
意
と
工
夫
を

も
っ
て
向
上
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
民
に
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で 

島
外

に
住
む
関
係
者
の
寄
附
が
増
え
る
の
で
は

④
感
性
を
た
か
め
る
国
際
交

流
・
文
化
活
動
の
推
進

⑤
未
来
の
小
値
賀
に
松
を
残
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⑥
野
崎
島
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⑦
そ
の
他
小
値
賀
町
の
地
域
振

興
の
た
め

　

令
和
３
年
度
で
は
、
寄
附
者

の
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
積
極

的
に
寄
附
金
を
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ふるさと納税のリーフレット

本文中の項目 件数 金額 ( 万円 )

① 115 1414

② 25 67

③ 68 318

④ 9 65

⑤ 25 156

⑥ 35 111

⑦ 79 356

合計 356 2487

令和２年度小値賀町ふるさと納税 ( 寄附金 ) 額

( 令和２年４月１日～ 11 月 30 日 )
(1 万円以下四捨五入 )

　～質問を終えて～
　生まれ故郷はもちろん、お世話になった地域、これから応援したい地域への力にもなれます。
人を育て、自然を守り、地方の環境を育む支援にもなります。
　各自治体が多くの人にアピールすることで「ふるさと納税」を呼びかけ、自治体間の競争を
生み、選んでもらうにふさわしい地域のあり方を改めて考えるきっかけになればと思います。
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近
年
、
不
法
投
棄
や
放
置
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
漁
船
が
、
漁

港
と
そ
の
敷
地
及
び
周
辺
に
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す(

平
成
28

年
調
査
時
32
隻
、
令
和
２
年
調

査
時
47
隻)

。

　

漁
船
の
廃
棄
・
放
置
は
、
漁

港
の
安
全
利
活
用
に
直
接
影
響

す
る
だ
け
で
な
く
、
島
全
体
の

景
観
を
損
ね
、
国
立
公
園
、
世

界
遺
産
を
活
用
し
た
観
光
産
業

に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、
役
場
建
設

課(

漁
港
管
理
者)
、
産
業
振

　

漁
業
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、

廃
船
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
解
決
の
た
め

に
は
、
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
を
自
覚
し
、
そ
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

◎
船
主
は
漁
船
の
安
全
管
理
の

責
任
と
義
務
が
あ
る
こ
と
。

◎
漁
協
は
組
合
員
で
あ
る
漁
業

者(

船
主)

へ
の
指
導
的
立
場

に
あ
る
こ
と
。

◎
小
値
賀
町
は
漁
港
の
管
理
者

で
あ
る
こ
と
。

　

こ
の
協
議
を
基
に
、
町
か
ら

漁
協
に
、「
漁
船
検
認
等
の
折

に
は
適
正
な
管
理
ま
た
は
廃
船

処
理
を
行
う
よ
う
、
所
有
者
へ

の
指
導
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
旨
の
お
願
い
文
書
を
出

し
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、
関
係
者
と

関
係
各
機
関
の
意
見
も
踏
ま
え

つ
つ
、
廃
船
処
理
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

産業建設常任委員会

増
え
た
廃
船　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を

所有者不明の放置船も

松屋治郎委員長

常任委員会から常任委員会から

興
課(

漁
業
関
係)

に
出
席
要

請
を
行
い
、
そ
の
改
善
と
対
策

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。　

も
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

心
安
全
な
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
」
へ
の
早
期
加
入
を
提
言

議会運営委員会

近藤隆二郎委員長

地
道
に
頑
張
る

　

会
議
の
運
営
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

議
論
し
ま
す
。

　

動
画
配
信
に
つ
い
て
も
検
討

を
重
ね
、
実
施
に
結
び
つ
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
『
オ
ヂ
カ
の

ミ
ラ
イ
と
ギ
カ
イ
と
デ
ア
イ

と
。』
と
い
う
町
民
参
加
型
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
開
催
し

ま
し
た
が
、　

そ
れ
に
続
く「
オ

ト
ナ
モ
ギ
カ
イ
」(

大
人
模
擬

議
会)

な
ど
の
企
画
も
検
討
し

て
お
り
、
議
会
と
町
民
の
皆
さ

ん
と
の
間
を
つ
な
ぐ
よ
う
、
地

道
に
し
っ
か
り
活
動
し
て
い
ま

す
。
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総務文教厚生常任委員会

宮﨑良保委員長
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
よ
り
現
場
調
査
等
に

支
障
が
出
て
い
ま
す
が
、
本
年

度
は
主
に
次
の
よ
う
な
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

①
新
診
療
所
建
設
及
び
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
の
是
非
に
つ
い
て

②
野
崎
島
の
環
境
保
全
に
対
す

る
現
状
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て

③
避
難
所
の
現
状
及
び
防
災
備

蓄
品
の
確
認
と
保
管
状
況
に
つ

い
て

　

よ
り
良
い
診
療
所
を
つ
く
る

た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
設
計

の
進
捗
状
況
を
随
時
確
認
し
て

き
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
は
診
療
所
が
「
あ
じ

さ
い
ネ
ッ
ト
※
」
に
加
入
す
る

こ
と
で
、
町
民
に
と
っ
て
も
い

ろ
い
ろ
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る

こ
と
か
ら
、
新
診
療
所
と
は
切

り
離
し
て
早
急
に
実
施
す
る
よ

う
提
言
し
ま
し
た
。

　

野
崎
島
の
環
境
保
全
に
つ
い

て
は
、
産
業
振
興
課
に
出
席
要

求
を
行
い
、
関
連
す
る
協
議
会

の
経
緯
等
の
説
明
を
受
け
、
早

急
に
そ
の
協
議
会
を
開
く
よ
う

に
求
め
ま
し
た
。

　

９
月
の
台
風
接
近
の
際
に

は
、
多
く
の
町
民
が
町
の
指
定

避
難
所
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ら
に
強
い
台
風
が

近
づ
く
可
能
性
は
高
く
、
安
全

で
円
滑
な
避
難
所
の
運
営
を
促

す
た
め
、
今
回
開
設
し
た
避
難

所
の
状
況
把
握
と
防
災
備
蓄
品

等
の
あ
り
方
を
検
証
し
ま
し

た
。

　

各
避
難
所
の
窓
ガ
ラ
ス
の
補

強
が
必
要
で
は
な
い
か
と
の
意

見
が
出
て
い
ま
す
。

　

備
蓄
品
は
役
場
裏
の
倉
庫
に

保
管
し
て
い
る
た
め
、
緊
急
時

の
搬
出
が
困
難
で
は
な
い
か
と

の
意
見
も
あ
り
、
適
正
な
場
所

で
の
保
管
が
強
く
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
島
内
の
食
料
品
店
と

の
連
携
や
レ
ト
ル
ト
食
品
の
取

扱
方
法
等
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
役
場
担
当
部
署

に
対
し
逐
次
提
言
を
行
い
、
安

心
安
全
な
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
」
へ
の
早
期
加
入
を
提
言

※あじさいネット

診療情報を患者の同意を得て複数の医療機関で共有す
ることで、各施設における検査、診断、治療内容、説
明内容を正確に理解し、診療に反映させ、安全で高品
質な医療による地域医療の質の向上を目指ざそうとす
るシステム。

避難所として使われた小値賀小学校の教室

広報常任委員会

今田光弘委員長

　

定
例
会
議
が
終
わ
る
た
び
、

議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
追
わ
れ

る
日
々
が
続
き
ま
す
。

　

専
門
的
な
ソ
フ
ト
を
利
用
し

て
編
集
作
業
に
当
た
り
、
Ｐ
Ｄ

Ｆ
デ
ー
タ
を
印
刷
会
社
に
送
る

と
、
や
っ
と
一
息
。

　

決
し
て
洗
練
さ
れ
て
い
る
紙

面
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
読
み
や
す
い
、
親

し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
に
全
力
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10 月会議10 月会議

補正予算審議補正予算審議

問
屋
上
防
水
工
事
に
３
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
が
、
高
す
ぎ

な
い
か
。
こ
の
建
物
に
対
す
る

今
ま
で
の
経
費
は
。

答
昭
和
53
年
に
建
て
ら
れ
た

高
校
の
教
員
住
宅
を
平
成
25

年
に
１
１
２
万
円
で
購
入
し
、

４
０
０
万
円
か
け
て
改
修
し

た
。

　

２
棟(

４
戸)

と
も
に
防
水

シ
ー
ト
が
め
く
れ
た
。
屋
根
の

改
修
に
は
ど
う
し
て
も
費
用
が

か
か
っ
て
し
ま
う
。

問
他
の
定
住
促
進
住
宅
で
も
雨

漏
り
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が

大
丈
夫
な
の
か
。

答
当
初
予
算
の
範
囲
内
で
改
修

し
て
い
る
。

～
主
な
や
り
と
り
～

～
主
な
や
り
と
り
～

　

10
月
28
日
に
令
和
２
年
10
月
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
案
は
一
般
会
計
の
補
正
予
算(

議
案
第
63
号)

。

　

台
風
９
号
・
10
号
に
よ
る
災
害
復
旧
の
た
め
の
支
援
策
な
ど
が
主
な
内
容
で
、
６
６
９
５
万

円
の
増
額
補
正
が
提
案
さ
れ
、
全
員
が
賛
成
し
ま
し
た
。

　

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
は
41
億
３
７
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
す
。

宮
崎
町
定
住
促
進
住
宅
関
連

文
化
財
の
台
風
被
害
関
連

問
長
寿
寺
大
応
庵
の
補
助
率

は
。
国
や
県
の
補
助
は
無
い
の

か
。

答
町
の
要
綱
に
基
づ
き
、
２
分

の
１
以
内
。

　

町
指
定
の
文
化
財
な
の
で
町

の
補
助
だ
け
だ
。

問
沖
の
神
嶋
神
社
の
鳥
居
も
被

害
を
受
け
て
い
る
よ
う
だ
が
。

答
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
な
工
法
で
実
施
す
る

か
も
含
め
て
調
整
中
。

問
町
内
の
他
の
文
化
財
の
被
害

は
な
か
っ
た
の
か
。

答
52
の
文
化
財
が
あ
る
が
、
個

人
所
有
物
は
ま
だ
把
握
し
き
れ

て
い
な
い
。

大正２年に再建された大応庵弁天堂

公
民
館
の
台
風
被
害
関
連

問
筒
井
浦
公
民
館
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
浜
津
住
民
セ
ン
タ

ー
も
被
害
を
受
け
て
い
る
の
に

計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

答
屋
根
の
防
水
シ
ー
ト
工
事
が

必
要
と
な
る
た
め
、
見
積
も
り

を
依
頼
し
て
い
る
最
中
だ
。

問
他
の
公
民
館
や
住
民
セ
ン
タ

ー
で
も
被
害
が
出
て
い
る
よ
う

だ
が
。

答
各
地
区
の
公
民
館
や
住
民
セ

ン
タ
ー
と
も
に
築
年
数
が
経
過

し
、
被
害
も
出
て
い
る
。

　

今
年
度
内
で
完
了
す
る
施
設

の
老
朽
化
調
査
の
結
果
に
基
づ

き
、
改
修
な
ど
の
計
画
を
立
て

て
い
く
予
定
だ
。

若
者
向
け
短
期
滞
在
施
設(

ふ
る
さ
と
留
学
の
寮)

関
連

63 号議案



小値賀町議会だより第 115 号 (17)

イントラネットの光ファイバー回線の修繕料 400
台風 9 号・10 号被災復旧対策支援事業費補助金 ( 園芸施設／ミニトマトハウス 4 か所 ) 228
　　　　　　　　　　　同上　　　　　　　　　( 畜産業者／被災施設 26 か所 ) 1700
　　　　　　　　　　　同上　　　　　　　　　( 養殖施設／いけす９基 ) 440
たい肥センター修繕料 130
漁港修繕料 230
道路修繕料 150
筒井浦公民館改修工事補助金 54
町指定有形文化財台風被害修繕工事補助金 ( 長寿寺大応庵 ) 150
離島開発総合センター修繕料 95

10 月会議の補正予算で計上された台風被害関係の主なもの

若
者
向
け
短
期
滞
在
施
設(

ふ
る
さ
と
留
学
の
寮)

関
連

問
当
初
予
算
の
約
３
割
に
当
た

る
１
８
６
０
万
円
も
増
額
と
な

っ
て
い
る
。
理
由
は
。

答
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
学
習
ス
ペ

ー
ス
の
面
積
を
広
く
し
た
こ
と

と
、
浴
室
や
ト
イ
レ
の
数
を
増

や
し
た
こ
と
が
主
な
理
由
だ
。

問
当
初
予
算
の
段
階
で
最
大
12

名
が
入
る
の
は
わ
か
っ
て
い
た

は
ず
。
交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が

広
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
こ
の
位
置
は
重
要
文
化
的
景

観
区
域
の
中
で
、
当
該
審
議
会

か
ら
屋
根
材
と
外
壁
に
つ
い
て

の
指
摘
を
受
け
た
。

　

屋
根
材
を
粘
土
瓦
に
す
る
こ

と
で
屋
根
勾
配
が
ゆ
る
く
な

り
、
そ
の
関
係
で
面
積
が
増
え

て
し
ま
っ
た
。

問
審
議
会
は
現
地
を
見
て
い
る

の
か
。

答
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
だ
っ
た
。
事
前
に
会

長
に
は
現
地
を
案
内
し
て
い

る
。

問
町
の
景
観
計
画
に
は
、
「
住

民
・
事
業
者
・
行
政
が
協
働
で

良
好
な
景
観
形
成
を
計
画
的
に

推
進
す
る
」
と
あ
る
。
審
議
会

の
意
見
を
一
方
的
に
聴
く
の
で

は
、
協
働
に
は
な
ら
な
い
の
で

は
。

答
建
物
の
完
成
後
は
、
留
学
生

を
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参

加
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
重
要
景
観
建
築
物
に
指
定
す

る
の
か
。

答
現
段
階
で
は
指
定
の
位
置
づ

け
に
は
な
い
が
、
今
後
、
前
向

き
に
検
討
す
る
。

笛吹在の建設予定地 (21 ページに関連記事 )

10 月会議10 月会議

( 単位 : 万円 )
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～美味しい かわいい！の一言がうれしい～

「カフェ＆お菓子の店 tantan」

起業や事業拡大などで雇用の場を増やす取り組みをする意欲がある人に、国・県・町が補
助金を出す事業も 4 年目となりました。
今回は笛吹地区にある「カフェ＆お菓子の店 tantan」を 2018 年 8 月にオープンした山本
麻由さんにお話を伺いました。
小値賀はお母さんの故郷とのことですが、ご自身は日本各地を転々とされていたそうです。

　

麻
由
さ
ん
は
も
と
も
と
お
菓

子
や
雑
貨
づ
く
り
、
絵
を
描

く
こ
と
が
好
き(

ク
ッ
キ
ー
の

ア
イ
シ
ン
グ
※
も
我
流
だ
と
の

こ
と
！)

。
だ
っ
た
も
の
の
、　

特
に
お
店
を
開
き
た
い
と
思
っ

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
家
族

や
周
囲
の
勧
め
で
こ
の
事
業
に

応
募
す
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　

店
の
オ
ー
プ
ン
の
時
は
何
日

も
寝
る
間
も
な
く
お
菓
子
を
作

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
誕
生
日
ケ
ー

キ
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

注
文
は
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い

そ
う
で
、
皆
さ
ん
か
ら
、「
美

味
し
い
」「
か
わ
い
い
」
と
言

わ
れ
る
の
が
と
て
も
う
れ
し
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

た
だ
、
仕
入
れ
に
高
い
送
料

が
か
か
る
な
ど
、
利
益
を
出
す

の
が
な
か
な
か
難
し
い
の
が
現

実
の
よ
う
で
す
。

　

お
母
さ
ん
や
叔
母
さ
ん
が
手

伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
も

う
一
人
雇
用
す
る
と
い
う
壁
は

ま
だ
高
い
よ
う
で
す
。

り
続
け
て
い
た
の
で
、
オ
ー
プ

ン
の
う
れ
し
さ
を
感
じ
る
余
裕

は
な
く
、
３
年
目
を
迎
え
て
今

よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き
た
と

の
こ
と
。

　

本
当
は
ケ
ー
キ
を
出
す
予
定

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
オ
ー
プ

ン
前
か
ら
「
島
に
ケ
ー
キ
屋
さ

ん
が
で
き
る
！
」
と
い
う
う
わ

さ
が
駆
け
巡
り
、
引
く
に
引
け

な
く
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

意
外
で
す
ね
。

　

小
値
賀
で
開
業
し
て
良
か
っ

た
こ
と
を
伺
う
と
「
特
に
宣
伝

し
な
く
て
も
、
す
ぐ
に
皆
さ
ん

に
伝
わ
っ
て
い
く
と
こ
ろ
」
と

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

常
連
さ
ん
も
多
く
、
み
ん
な

大
好
きtantan

は
、
町
民
の

暮
ら
し
を
華
や
か
に
し
て
く
れ

る
存
在
で
す
ね
。

　

麻
由
さ
ん
が
創
り
出
す
か
わ

い
い
雑
貨
も
楽
し
み
に
待
ち
ま

し
ょ
う
。

(

※
ア
イ
シ
ン
グ
＝
焼
き
菓
子
を
覆

う
甘
い
ク
リ
ー
ム
状
の
ペ
ー
ス
ト

の
こ
と)

ケ
ー
キ
を
出
す
予
定
は
な
か
っ
た
！

「
雇
用
の
拡
充
」
に
は
高
い
壁
が
！

海が荒れるとフルーツが手に入らないことも

麻由さんと母のかすみさん

突撃取材突撃取材  シリーズ６回目シリーズ６回目
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今
月
、
小
値
賀
町
の
小
中
高
一
貫
教
育
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
一
環
と
し
て
、　

値
小
６
年
生
は
定
例
12
月
会
議
を
傍
聴(

知
る)

、

値
中
３
年
生
は
模
擬
議
会
で
一
般
質
問(

問
う)

、
北
松
西
高
３
年
生
は

卒
業
レ
ポ
ー
ト
を
発
表(

提
案
す
る)

し
ま
し
た
。

　

内
容
は
次
号
以
降
の
議
会
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

乞
う
ご
期
待
！

議員と事前に意見交換会

値小６年生　緊張と暖房で眠たくなったという正直 ?な声も

速報 !速報 !

値中３年生　いよいよ本番始まります

在校生と先生も見守ります

北松西高３年生　発表を終えて充実の笑顔
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作業は町では行いませんが、要望があれば町内で作業中の業者等を紹介するとのこと。
詳しいことは役場産業振興課農林係までお問い合わせください。

　この方法での防護率は 8 ～ 9 割程度。枯れることもある。
　薬剤の量や種類、施業方法によって効果が異なることも。
　薬剤の価格は１本 2,800 円程度。薬剤の本数は松の直径などによる。
　直径 10 ～ 15㎝で 1 本、15 ～ 20㎝で 2 本、20 ～ 25㎝で 3 本が薬剤の標準使用量。

庭などの松の「樹幹注入」を希望する方へ

樹幹注入
　姫の松原　    予算 236 万円
　西側防風林　予算 550 万円
　　　( 柳・浜津・笛吹在地区のビニールハウス周辺の必要最低限の松林 )
　　　１月中旬～２月中旬に実施予定

伐倒処理　　繰越分 9297 万円＋当初予算１億 300 万円
　衛生伐事業 ( 松枯れの原因となるマツノザイセンチュウ駆除のための枯れ松の伐倒焼却処理 )
　　　町内業者と一部契約済み　3 月末完了予定
　更新伐事業 ( 樹種転換を図るために林帯区域全体の 7 割以上を伐倒処理する )　　　
　　　町内業者と一部契約済み　5 月中旬まで実施の可能性あり
　　　町外業者 (3 社程度 ) は年明けから参入予定

安全第一で作業を

松くい虫との闘いは今年も続いています。
薬剤の樹幹注入と伐倒処理の 2 本立てで
進んでいます。

◆松の処理◆◆松の処理◆

　ダイオキシン発生の原因と思われる、排気ガスをフィルターに導く設備 ( 特殊な部品が必要 )
の修繕工事を年内に終える予定です。
　その後、ダイオキシンを測定しますが、測定結果が出るまでに一か月程度かかるため、再稼働
は１月下旬になる見込みです。
　なお、この焼却場は経年劣化が激しいため、令和４年度から町内の焼却ごみはすべて島外に搬
出する予定です。
　町民の皆さんには、引き続きごみの減量化への協力をお願いします。

◆ダイオキシン発生でストップ中のごみ焼却場◆◆ダイオキシン発生でストップ中のごみ焼却場◆

町内いろいろ町内いろいろ
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◆新診療所◆◆新診療所◆

◆ボーディングブリッジ◆◆ボーディングブリッジ◆

◆若者向け短期滞在施設 (寮 ) ◆◆若者向け短期滞在施設 (寮 ) ◆

　施設完成後の２月中旬から試運転と調整を行い、3 月中の供用開始を目指しています。

実施設計を終え、年度内には建設工事に着手する予定です。
工期はおよそ 14 か月で、令和 4 年度には供用開始を見込んでいます。

ふるさと留学生の寮となるこの施設の建設工事は、今月 3 日に入札が行われました。
3 社が辞退、2 社が応札したものの予定価格を超えたため不落となりました。
建設業者の手持ち工事量等も勘案し、時機を見て改めて入札する予定です。

人にやさしい診療所となることが期待される新診療所完成予想図

現在、外装及び内装の仕上げ中

景観に配慮した建物の完成予想図
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「ギカイの窓」こんな相談受けました
～議会版ワンストップ相談窓口～

　

小
値
賀
町
議
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
い
ろ
い

ろ
な
意
見
を
伺
い
、
議
会
活
動
へ
反
映
さ
せ
よ
う
と

「
ギ
カ
イ
の
窓
」
を
昨
年
９
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
「
ギ
カ
イ
の
窓
」
と
は
、
言
わ
ば
「
議
会
版
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
」
で
す
。

　

議
会
に
対
す
る
質
問
、
意
見
、
要
望
の
ほ
か
、
相

談
や
提
言
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
議
員
や
議
会
に

直
接
相
談
で
き
る
場
で
す
。

　

開
設
以
来
寄
せ
ら
れ
た
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

唐
見
崎
に
向
か
う
町
道
の

両
側
の
法の
り
め
ん面
が
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。

こ
ん
な
セ
ン
ス
の
な
い
や

り
方
は
や
め
て
ほ
し
い
。

「
安
全
性
を
保
つ
た
め
」

に
、
誰
も
住
み
た
く
な
い

よ
う
な
所
を
作
っ
て
し

ま
っ
た
ら
何
の
意
味
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

町
内
で
籍
を
入
れ
、
定
住

す
る
意
思
の
あ
る
夫
婦
で

あ
れ
ば
受
け
取
れ
る
は
ず

の
結
婚
祝
い
金(

小
値
賀

町
ま
ち
づ
く
り
担
い
手
育

成
基
金)

。

役
場
職
員
と
い
う
理
由
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
は
不
公
平
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

・全員協議会において総務課と協議。
・当該基金の審議会の際、支給対象の欄から「公
務員を除く」の表記は削除する方向で検討する
との回答を得る。

・当該基金の審議会で施行規則一部改正を決議。
・令和２年６月１日、支給対象欄から「公務員
を除く」の表記が削除され、役場職員も受け取
ることができるようになった。

・施工方法選定等について建設課と協議。
・その後、建設課長と共に相談者宅を訪問し、
施業経過 ( 景観審議会の意見も聴き、数種類の
施工方法の中から選んだ。法面には植物の種子
も吹付けてあるため、今後、植生による緑化も
期待できる ) を説明した。

・ある程度の理解は得られた。
・今後、景観審議会の傍聴を希望とのこと。

この景観に大きな疑問を感じて相談したとのこと

お知らせお知らせ
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ま
ず
、電
話
か
メ
ー
ル
で
議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

相
談
は
原
則
と
し
て
、
役
場
3
階
の
議
員
控
室
で
行
い
、　

相
談
す
る
議
員
は
指
名
も
可
。
指
名
が
な
け
れ
ば
、
相
談
内

容
に
よ
り
、
当
方
で
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
記
録
や
公
開
は
、
ご
希
望
に
応
じ
ま
す
。

　

な
お
、
公
共
の
福
祉
に
反
す
る
こ
と
、
個
人
的
な
要
望
等

に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。　

屋根が飛ばされた家も (本文とは関係ありません )

令
和
２
年
６
月
会
議
の
一
般
質
問

（
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
必
要
性
と

今
後
の
見
通
し
）
の
や
り
取
り
を

聴
き
ま
し
た
。

「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
」
へ
の
対
応

は
ネ
ッ
ト
環
境
さ
え
あ
れ
ば
可
能

で
、
こ
の
程
度
の
議
論
が
庁
内
で

行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
危
機
感

を
覚
え
ま
し
た
。

町
の
振
興
に
重
要
な
医
療
課
題
の

議
論
は
、
診
療
所
だ
け
で
な
く
総

務
課
、
産
業
振
興
課
な
ど
横
断
的

に
行
わ
れ
る
べ
き
で
、
議
論
す
ら

し
て
い
な
い
よ
う
な
町
の
姿
勢
に

も
危
機
感
を
覚
え
ま
し
た
。

・議会としてもオンライン診療を前向きに進めるため、
執行部と協議を行うことを全員協議会で決定。
・総務文教厚生常任委員会にてオンライン診療等につい
て協議。
・その後、同常任委員会に診療所事務長、班長を招致し
協議。「あじさいネット」については早急に取り組むと
の返答を得る。
・オンライン診療についても、新診療所開設に向けて協
議を進めることとする。

・「あじさいネット」導入とオンライン診療の早期開始
に向け、引き続き執行部と協議を続けることとした。台

風
で
家
が
大
き
な
被

害
を
受
け
た
場
合
、
町

の
補
助
制
度
や
融
資
制

度
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。

修
繕
し
た
く
て
も
お
金

も
な
く
、
高
齢
の
た
め

に
銀
行
か
ら
も
借
り
ら

れ
ま
せ
ん
。

・総務課と福祉事務所に確認。
・総務課は、今のところそのような制度はないが、町
営住宅の優先的な入居の斡旋は可能か、と回答。
・福祉事務所は、社会福祉協議会が窓口となる、災害
に対する「生活福祉資金」の貸付制度がある、と回答。

・相談者に生活福祉資金関連の資料を提供した。

0959-56-3111 役場内議会事務局　

gikaisodan@town.ojika.lg.jp

するには ?
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編　集　後　記
　

先
日
、中
学
生
に「
な

ぜ
議
員
に
な
っ
た
の
で

す
か
」
と
聞
か
れ
た
。

　

私
が
議
員
に
な
ろ
う

と
思
っ
た
の
は
、
小
値

賀
の
医
療
や
介
護
を
何

と
か
し
た
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
、
在
宅
医

療
な
ど
へ
の
取
組
が
遅
れ
て

お
り
、
癌が
ん

で
闘
病
し
て
い
た

私
の
妻
が
東
京
に
毎
月
通
院

し
て
き
た
こ
と
を
な
ん
と
か

で
き
な
い
か
と
い
う
個
人
的

理
由
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

２
年
経
ち
、
何
と
か
あ
じ

さ
い
ネ
ッ
ト
は
設
置
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
や
在
宅
医
療
な
ど

は
ま
だ
ま
だ
で
あ
る
。

　

妻
の
治
療
に
は
間
に
合
わ

な
か
っ
た
が
、
多
く
の
人
か

ら
必
要
と
聞
い
て
い
る
。

　

議
員
に
な
る
理
由
は
そ
れ

ぞ
れ
で
す
が
、
ご
く
個
人
的

な
理
由
で
か
ま
わ
な
い
の

で
、
変
え
た
い
と
い
う
こ
と

を
思
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
議
員
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

(

編
集
委
員　

近
藤
隆
二
郎)　
　

(

表
紙
の
写
真)

 

「
北
松
西
高
３
年
生
卒
業
レ
ポ
ー
ト
発
表
」 

　　

ふ
る
さ
と
小
値
賀
町
が
抱
え
る
課
題
の
現
状
と

背
景
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て

分
析
し
、
解
決
策
を
町
と
議
会
に
提
案
し
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
、
課
題
対
応
能

力
、
そ
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
を

十
分
に
見(

魅)

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　本年 5 月から、小値賀町議会の動画サイトを YouTube で公開しています。
　傍聴に行くことが難しい方、傍聴したけどもう一度見てみたい方、議員と執行部とのリアルな
やりとりを見ることができますので、どうぞ空いた時間にご覧ください。
　少し長めの動画もありますが、すべて見ているマニアックなファン？の方もいるそうです。
　質問や議案ごとに分けてアップしていますので、早送り再生なども可能です。
　今号の議会だよりでは、興味をもたれた記事の動画をその場で見ることができるよう、関連す
る項目にその動画の QR コードを掲載しています。

本会議の動画　続々とアップ中 !

会議録

編　　　集　小値賀町議会広報常任委員会

発行責任者　小値賀町議会議長

電　　　話    0959-56-3111

小値賀町議会
Facebook

なお、この動画は正式な議事録ではありません。
閲覧用議事録は町立図書館にあり、原本は役場内議会事務局に保管しています。
予算特別委員会、決算特別委員会及び本会議の会議録 ( 平成 22 年６月以降 ) は、
Web【小値賀町のホームページ→町政→小値賀町議会会議録】で閲覧できます。

ステイ・ウィズ・コミュニティー

議員からの質問に作戦タイム中


